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（ 2）令和5年11月1日

歳 出
99億851万円

特別会計と町債残高
・�国民健康保険会計は県が広域運営しているが、町単位の収支となる。繰入のための基金残高は4306
万円となり、基金の先細りが心配される。

・町債残高はP3下の表にまとめた。

会 計 区 分 国民健康保険 介護保険 後期高齢者 公共下水道 地域集落排水

歳 出 額 15億3953万円 19億799万円 1億9600万円 7億95万円 8805万円

前 年 度 比 3254万円減 785万円増 576万円増 3250万円増 13万円減

特別会計決算 水道事業会計
●収益的収入
	 3億9162万円
●収益的支出
	 3億7408万円
●純益
	 1754万円

大型事業一息
一般会計　歳出

前年度比 10億800万円（9.2％）減

99億851万円

※本文中の年号「令和」は省略しています。

議会費 0.9%

諸支出金
0.1%

1449万円

総務費 
26.3%

民生費 
20.4%

衛生費 4.8%
労働費 0.1%
雇用対策　１009万円

商工費 
7.6%

農林水産費
8.0%

土木費 
9.7%

消防費 3.3%

教育費 
9.5%

公債費 
9.3%

民生費
20億1889万円

◦社会福祉費（医療給付等）
12億7583万円

◦児童福祉（子育て支援等）
7億4188万円

衛生費
4億7549万円

◦各種検診等
1億3523万円

◦予防接種等
1億6154万円

◦ゴミ処理等
１億2539万円

農林水産費	 7億9088万円
◦農業費	 6億8341万円
◦林業費	 7516万円
◦水産業費	 3231万円

商工費	 7億5341万円
◦商工振興	 2億1713万円
◦観光費	 3億1373万円
◦デマンドタクシー運行等	 3157万円

土木費
9億6431万円

◦道路橋梁費
3億2668万円

◦公園費
1179万円

◦住宅対策　
8826万円

消防費
3億2588万円

◦広域連合分賦金　
　1億8584万円

◦災害対策費
6381万円

教育費	
9億3747万円

◦教育総務費	
1億9958万円

◦小学校費	
3憶0843万円

◦中学校費	
5404万円

◦社会教育費　　	
１億7515万円

公債費	 9億1768万円
◦起債償還元金	 8億7875万円
◦起債利子	 3894万円

議会費	 8973万円
◦議員報酬、期末手当
	 4836万円

総務費
26億1019万円

◦総務管理費
24億4674万円
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遊佐町議会だより（ 3）

歳 入
105億4257万円

一般会計
・�歳入総額105億4257万円、歳出総額99億851万円で、翌年度へ繰り越すべき財源を差し引いた実
質収支は5億3323万円の黒字額となっている。財政の弾力性を示す経

※
常収支比率（欄外に解説）は3年

度より5.7ポイント高くなり88.3%であり、さらなる経常経費の削減が望まれる。
・4年度は小学校統合事業が完了し、3年度までの新庁舎建設に続き大型事業が一区切りの年度になった。

会 計 区 分 4　年　度 ３　年　度

一 般 会 計 95億3733万円 98億677万円

特 別 会 計 38億5510万円 42億8259万円

合 計 A 133億9243万円 140億8936万円

水道事業会計 8億4618万円 9億2942万円

総合 計 （A+B） 142億3861万円 150億1878万円

町債の年度末残高
区　　　分 4年度末　残高

財政調整基金 11億3845万円

遊佐町ふるさと基金 4億5659万円

遊佐パーキングエリアタウン整備基金 5億7006万円

遊佐町義務教育施設整備基金 3億2328万円

遊佐町公共施設総合管理基金 2億180万円

その他の基金 7億1108万円

基金残高

※経常収支比率：�地方税、地方交付税などの経常的収入に対し人件費や公債費（借金の返済）など必ず支出しなければならない経常的
な経費の割合。

4年度
決算認定 小学校統合完了

町税	 13億7750万円
〈前年度比　1120万円増〉

◦町民税、法人税、固定資産など

繰入金
	 10億3131万円
〈前年度比

3億1406万円増〉
◦�特別会計や基金からの
繰入

その他自主財源
	 17億5331万円
〈前年度比	 4747万円減〉
◦�繰越金	 5億9769万円
◦ふるさと納税等
	 8億8522万円

自主財源
39.5%

依存財源
60.5% 地方交付税	 37億6348万円

〈前年度比　6113万円減〉
◦�行政格差をなくすために国が交付

国・県支出金
	 15億6970万円
〈前年度比	4億48万円減〉
◦�国、県が町に対して、
特定の事業を促進する
目的で使途を指定して
交付するもの

◦�国保やコロナ対策、道
路のメンテナンス事業
等に

町債	 6億930万円
〈前年度比

7億7600万円減〉
◦�国や金融機関からの借
入金

その他依存財源	 4億3797万円
〈前年度比　1181万円減〉

◦重量税等の地方贈与税や地方消費税交付金

町税
13.1%

繰入金
9.8%

その他
自主財源
16.6%

地方交付税
35.7%

国・県
支出金
14.9%

町債
5.8%

その他依存財源
4.1%
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（ 4）令和5年11月1日

企
　
画
　
課

出没が増えている

産
　
業
　
課

健
康
福
祉
課

ア
ワ
ビ
養
殖
の
収
支
は

問　
ア
ワ
ビ
養
殖
事
業
の
収

支
は
。検
証
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
は
な
い
か
。　　

（
今
野
博
義　
委
員
）

答　

新
た
な
加
工
品
開
発
に

よ
る
「
鳥
海
あ
わ
び
」
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
取
組
み
、
町
の

Ｐ
Ｒ
事
業
の
一
つ
と
し
て
継

続
し
て
実
施
し
て
い
く
。

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業
は

問　
委
託
先
が
事
業
停
止
し

た
が
返
還
金
は
。５
年
度
へ

は
ど
ん
な
引
継
ぎ
を
。

（
今
野
博
義　
委
員
）

答　

委
託
料
の
余
剰
金
は
町

に
戻
し
入
れ
さ
れ
る
。
協
議

会
の
既
存
業
務
に
加
え
、
情

報
発
信
や
販
売
等
を
重
点
的

に
行
う
形
で
引
き
継
い
だ
。

増
え
る
鳥
獣
被
害 

　
　
　
　
そ
の
対
応
は

問　
実
施
員
の
報
酬
増
額
な

ど
、対
策
は
講
じ
ら
れ
た
の
か
。

（
那
須
正
幸　
委
員
）

答　

イ
ノ
シ
シ
等
の
鳥
獣
被

害
の
増
加
に
伴
い
現
地
調
査
、

わ
な
設
置
の
た
め
の
実
働
時

間
が
増
加
し
、
そ
れ
に
対
し

報
酬
を
増
額
し
た
。

狩
猟
免
許
所
持
者 

　
　
　
高
齢
化
対
策
を

問　
新
規
取
得
者
の
年
代
と
、

支
援
補
助
の
内
容
は
。

（
那
須
正
幸　
委
員
）

答　

30
代
の
方
２
名
が
、
銃

免
許
と
わ
な
免
許
を
取
得
し

て
い
る
。
取
得
費
用
の
２
分

の
１
の
補
助
金
を
交
付
し
た
。

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

問　
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
に
は「
共
同
」と「
長
寿
命

化
」が
あ
る
が
内
容
は
。

（
斎
藤
弥
志
夫　
委
員
）

答　

共
同
は
、
農
道
の
草
刈

り
や
砂
利
敷
き
、
水
路
の
泥

上
げ
作
業
で
あ
り
、
長
寿
命

化
は
、
農
道
の
舗
装
、
水
路

の
Ｕ
字
溝
へ
の
更
新
作
業
で

あ
る
。

コ
ロ
ナ
対
策
予
算
か
ら 

交
付
金
は
多
い
が

問　
町
内
で
閉
店
す
る
商
店

や
飲
食
店
が
目
立
つ
。こ
の

現
状
を
、ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
か
。

（
菅
原
和
幸　
委
員
）

答　

交
流
事
業
等
の
整
備
を

行
い
、
若
い
人
の
力
を
借
り
、

町
民
の
居
場
所
作
り
な
ど
地

域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
施
策

に
取
り
組
む
。

移
住
者
数
は 

　
　
伸
び
て
い
る
の
か

問　
４
年
度
の
移
住
者
数
は
。

（
駒
井
江
美
子　
委
員
）

答　

町
や
県
の
移
住
相
談
窓

口
を
通
じ
て
移
住
し
た
方
は
、

12
組
21
人
で
あ
る
。

若
者
住
宅 

な
ぜ
建
た
な
い

問　
新
築
支
援
金
を
出
し
て

い
る
が
、造
成
地
が
う
ま
ら

な
い
。要
因
は
。

（
本
間
知
広　
委
員
）

答　

資
材
高
騰
等
の
影
響
に

よ
り
、
町
が
求
め
る
民
間
活

力
に
よ
る
整
備
が
困
難
と

な
っ
た
。
用
地
の
活
用
方
法

の
見
直
し
を
進
め
る
。

協
力
隊
員 

よ
り
定
住
を

問　
任
期
満
了
後
の
定
住
と

い
う
視
点
か
ら
、職
種
の
設

定
と
募
集
も
考
え
て
は
。

（
齋
藤　
武　
委
員
）

答　

業
務
の
必
要
性
を
踏
ま

え
、
応
募
し
た
い
と
思
わ
せ

る
任
務
の
設
定
と
、
退
任
後

の
定
住
に
つ
な
が
る
支
援
制

度
を
周
知
し
て
い
く
。

空いている造成地（舞鶴地内）

福
祉
灯
油
購
入
補
助
の

今
後
は

問　
灯
油
以
外
の
暖
房
費
補

助
等
も
検
討
し
て
は
。

（
佐
藤
俊
太
郎　
委
員
）

答　

こ
れ
ま
で
は
、
灯
油
券

と
い
う
形
で
助
成
を
行
っ
て

き
た
が
、
よ
り
良
い
方
法
を

検
討
し
て
い
く
。

4年度
決算審査特別委員会　9月14日・15日
決算質疑

決算審査…�予算執行が適正であるかをチェックするとともに、次年度の予算
編成に改善と提案を求める場です。

厳しい財政状況の中、健全化維持
委 員 長　松永　裕美
副委員長　駒井江美子
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遊佐町議会だより（ 5）

総
　
務
　
課

教
　
育
　
課

地
域
生
活
課

町
　
民
　
課

消
防
自
動
車
と
運
転
免
許

問　
法
令
改
正
に
よ
り
普
通

免
許
で
運
転
で
き
な
い
場
合

の
対
応
は
。

（
佐
藤
俊
太
郎　
委
員
）

答　

消
防
自
動
車
は
、
平
成

29
年
４
月
以
降
取
得
の
普
通

免
許
で
は
運
転
で
き
な
い
た

め
、
講
習
料
を
助
成
し
て
い

く
。

外
国
人
英
語
助
手
招
致

問　
小
学
校
の
統
合
で
、英

語
の
授
業
時
間
は
変
わ
っ
た

の
か
。（

那
須
正
幸　
委
員
）

答　

教
育
課
程
の
外
国
語
の

授
業
時
間
は
、
小
学
５
・
６

年
生
が
年
間
70
時
間
、
３
・

４
年
生
が
35
時
間
で
、
統
合

前
と
同
じ
で
あ
る
。

少
年
議
会
の
予
算

問　
少
年
議
会
の
予
算
の
使

い
道
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

（
斎
藤
弥
志
夫　
委
員
）

答　

特
産
品
開
発
や
政
策
立

案
な
ど
の
事
業
で
活
用
し
て

い
る
。

交
通
安
全
施
設
工
事
費 

前
年
比
２
倍
に
増
額

問　
主
に
町
道
の
セ
ン
タ
ー

ラ
イ
ン
引
き
と
思
わ
れ
る
。

実
施
の
場
所
は
。

（
菅
原
和
幸　
委
員
）

答　

ス
ー
パ
ー
農
道
な
ど
主

要
町
道
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン

の
他
、
通
学
路
の
外
側
線
、

交
差
点
付
近
の
注
意
表
示
を

実
施
し
て
い
る
。

一
般
会
計
か
ら
下
水
道 

会
計
へ
の
繰
出
金

問　
４
年
度
は
４
億
８
千
万

円
繰
り
出
し
て
い
る
。今
後

も
増
額
す
る
の
か
。

（
菅
原
和
幸　
委
員
）

答　

繰
出
金
は
主
に
起
債
償

還
金
だ
が
、
６
年
度
か
ら
の

公
営
企
業
会
計
移
行
に
伴
い
、

準
備
金
等
を
増
額
す
る
必
要

が
あ
る
。

人
件
費
を
上
げ
て 

　
取
り
組
ん
だ
成
果
は

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
率
は
、３
年
度
と
比

較
し
て
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

（
本
間
知
広　
委
員
）

答　

３
年
度
末
の
交
付
率
は

35
・
94
％
で
あ
っ
た
が
、
４

年
度
末
に
は
70
・
75
％
ま
で

引
き
上
っ
て
い
る
。

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
実
績
は

問　
収
税
の
た
め
の
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
。出
品
や
換
価
状
況
は
。

（
佐
藤
俊
太
郎　
委
員
）

答　

平
成
23
年
度
開
始
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
は
４
年

度
、
11
件
の
落
札
に
よ
り

２
万
４
０
３
３
円
を
滞
納
税

に
充
当
し
た
。

コ
ロ
ナ
と
行
事 

ど
う
総
括

問　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
多
く

の
行
事
が
縮
小
さ
れ
た
。見

直
し
を
含
め
総
括
は
。

（
齋
藤　
武　
委
員
）

答　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止

に
な
っ
て
い
た
行
事
が
も
と

に
戻
り
つ
つ
あ
る
が
、
高
齢

化
等
に
よ
り
で
き
な
く
な
っ

た
行
事
も
あ
る
。

平成29年4月以降の免許取得者はポンプ自動車運転不可

順次交換が進むマンホールポンプ 少年議会活動 遊佐マルシェ
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（ 6）令和5年11月1日

　9億7150万円を追加し、97億2850万円に。歳入としてふるさと納税寄附金3憶円を計上する一方、財
政調整基金に2億6662万円、ふるさと基金に2億1000万円をそれぞれ積み立てた。
　旧藤崎小に餅加工施設を整備するための改修費350万円が計上されたが、事業計画全体が不透明などとし
て該当部分の350万円を削除する修正案が可決された。

ほかの主な
補 正 予 算

委 員 長　斎藤弥志夫
副委員長　渋谷　　敏

●ふるさと納税事業…………1億8314万円
●空き家対策事業………………… 140万円
●コロナワクチン接種事業……… 320万円

●キャッシュレス決済事業…… 6390万円
●除雪経費……………………… 6792万円

補 正 予 算

産
　
業
　
課

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス 

　
　
　
決
済
支
援
事
業

問　
過
去
数
回
実
施
の
検
証

は
ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ
て

い
る
の
か
。

（
今
野
博
義　
委
員
）

答　

業
種
別
の
還
元
額
や
使

用
す
る
エ
リ
ア
な
ど
の
分
析

を
し
、
利
用
者
の
形
態
な
ど

は
検
証
を
行
い
、
実
施
し
て

い
る
。

農
業
水
利
施
設
の 

　
　
電
気
料
高
騰
対
策

問　
例
年
に
な
く
電
気
料
金

が
か
さ
む
。補
助
金
額
の
算

定
は
、ど
う
決
定
さ
れ
た
の
か
。

（
菅
原
和
幸　
委
員
）

答　

月
光
川
及
び
日
向
川
土

地
改
良
区
が
管
理
す
る
用
排

水
機
場
の
電
気
料
金
。
３
年

度
同
時
期
と
対
比
し
超
過
分

の
２
分
の
１
を
補
助
す
る
も
の
。

旧
藤
崎
小 

餅
加
工
施
設
へ
の
改
修

問　
販
売
計
画
な
ど
事
業
計

画
の
確
認
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

（
今
野
博
義　
委
員
）

答　

共
同
宣
言
推
進
事
業
と

し
て
承
認
し
た
事
業
計
画
で

あ
り
、
５
年
度
の
事
業
検
証

を
踏
ま
え
て
、
６
年
度
は
本

格
稼
働
を
検
討
す
る
。

実
証
事
業
い
つ
ま
で

問　
餅
加
工
所
の
実
証
事
業

の
期
間
は
あ
る
の
か
。

（
那
須
正
幸　
委
員
）

答　

10
月
に
改
修
工
事
を
行

い
、
11
月
に
賞
味
期
限
の
設

程
な
ど
の
実
証
を
開
始
。
６

年
３
月
に
実
証
完
了
の
予
定

と
し
て
い
る
。

企
　
画
　
課

観
光
施
設
整
備
事
業

問　
遊
楽
里
コ
イ
ン
ラ
ン
ド

リ
ー
の
設
置
内
容
は
。

（
佐
藤
俊
太
郎　
委
員
）

答　

現
在
、
洗
濯
機
、
乾
燥

機
は
、
一
体
型
・
個
別
型
の

方
向
性
を
検
討
中
で
あ
る
。

設
置
は
３
台
を
予
定
し
て
い

る
。民

間
交
流
40
周
年 

　
　
　
　
記
念
事
業
は

問　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、ハ

ン
ガ
リ
ー
と
の
民
間
交
流
40

周
年
記
念
事
業
の
内
容
は
。

（
駒
井
江
美
子　
委
員
）

（
本
間
知
広　
委
員
）

答　

ハ
ン
ガ
リ
ー
ソ
ル
ノ
ク

市
で
合
唱
団
、
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
と
の
音
楽
交
流
を
中
心
と

し
た
事
業
と
な
る
。

中
高
生
の 

国
際
文
化
交
流
事
業
は

問　

６
名
募
集
と
の
こ
と
だ

が
、応
募
者
多
数
の
場
合
の

対
応
は
。（

松
永
裕
美　
委
員
）

答　

募
集
定
員
を
超
え
た
場

合
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
本
人

に
よ
る
公
開
抽
選
会
で
決
定

し
た
い
。

修正案が出された餅加工施設改修（旧藤崎小）

民間交流35周年記念コンサート

旧藤崎小改修費350万円を削除する修正案が可決

5年度
補正予算審査特別委員会　9月8日

餅加工に「待った」
算正予補 疑質



決
算
審
査

一
般
質
問
議
案
内
容
・
採
決

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

少
年
議
会
と
意
見
交
換

遊

佐

人

補
正
予
算
審
査

遊佐町議会だより（ 7）

総
　
務
　
課

デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成 

　
　
　
　
促
進
補
助
金

問　
「
遊
佐
町
デ
ジ
タ
ル
人

材
育
成
促
進
補
助
金
」の
制

度
内
容
は
。

（
本
間
知
広　
委
員
）

答　

国
家
資
格
の
「
Ｉ
Ｔ
パ

ス
ポ
ー
ト
」
を
取
得
し
た
町

民
に
受
験
料
を
補
助
す
る
制

度
で
あ
る
。

空
き
家
解
体
撤
去 

　
　
　
　
　
補
助
事
業

問　
老
朽
危
険
空
き
家
の
増

加
が
想
定
さ
れ
る
。的
確
な

対
応
を
。

（
佐
藤
俊
太
郎　
委
員
）

答　

老
朽
危
険
度
Ｃ
Ｄ
ラ
ン

ク
の
建
物
が
4
年
度
は
２
９

６
件
あ
る
。
今
後
も
補
助
事

業
に
よ
り
解
体
を
進
め
て
い

き
た
い
。

財
政
調
整
基
金 

　
　
　
　
い
く
ら
ま
で

問　

財
政
調
整
基
金
の
積
み

立
て
は
、ど
の
位
の
基
金
残

高
を
目
標
に
し
て
い
る
の
か
。

（
齋
藤　
武　
委
員
）

答　

11
億
円
を
維
持
し
て
い

き
た
い
が
、
安
全
と
い
う
意

味
で
は
な
い
。
将
来
を
見
越

し
た
財
政
運
営
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

教
　
育
　
課

ス
ク
ー
ル
バ
ス 

　
　
　
停
留
所
の
変
更

問　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
停
留
所

の
撤
去
や
移
設
箇
所
は
ど
う

決
め
る
の
か
。

（
菅
原
和
幸　
委
員
）

答　

バ
ス
停
の
調
査
結
果
に

基
づ
き
、
各
地
区
と
の
意
見

交
換
も
参
考
に
し
て
、
決
め

る
予
定
で
あ
る
。

地
域
生
活
課

洋
上
風
力 

フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ

問　
風
車
の
数
や
高
さ
、離

岸
距
離
な
ど
関
心
が
強
い
。

な
ぜ
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
町

が
作
成
。（

那
須
正
幸　
委
員
）

答　

実
施
予
定
区
域
が
明
確

と
な
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、

あ
く
ま
で
も
想
定
だ
が
、
よ

り
現
実
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
お

知
ら
せ
す
る
た
め
作
成
す
る

も
の
。

再
エ
ネ
設
備
補
助
金

問　
新
築
や
中
古
住
宅
に
設

置
す
る
太
陽
光
発
電
と
薪
ス

ト
ー
ブ
へ
の
補
助
金
額
は
。

（
那
須
正
幸　
委
員
）

答　

太
陽
光
発
電
は
上
限

15
万
円
、
薪
ス
ト
ー
ブ
は
上

限
５
万
円
で
、
新
築
の
際
だ

け
で
な
く
、
既
存
建
物
へ
の

設
置
に
も
対
応
。

町
職
員
が
散
布
す
る 

計
画
だ
が

問　
融
雪
剤
散
布
の
新
た
な

予
算
。町
職
員
対
応
だ
け
で

な
く
、委
託
も
検
討
し
て
は
。

（
菅
原
和
幸　
委
員
）

答　

こ
れ
ま
で
人
力
で
散
布

し
て
い
た
が
、
新
た
に
軽
ト

ラ
ッ
ク
車
載
型
の
散
布
機
械

を
購
入
す
る
。
経
費
の
面
か

ら
委
託
は
検
討
し
て
い
な
い
。

持
家
住
宅
補
助
金 

　
　
　
　
町
外
業
者
は

問　
年
々
需
要
が
増
え
る
中
、

町
外
業
者
利
用
に
も
対
応
で

き
な
い
か
。

（
渋
谷　
敏　
委
員
）

答　

町
内
の
産
業
振
興
の
観

点
か
ら
、
主
た
る
契
約
者
は

町
内
業
者
と
し
て
い
る
。
新

築
は
町
外
業
者
も
認
め
て
い

る
。

健
康
福
祉
課

改
修
工
事
に 

追
加
発
生
の
理
由
は

問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
旧
蕨
岡
小
）改
修
工
事
に
追

加
費
用
が
発
生
。な
ぜ
か
。

（
駒
井
江
美
子　
委
員
）

答　

実
施
設
計
を
進
め
る
に

従
い
、
用
途
変
更
に
よ
る
建

築
基
準
法
準
拠
の
た
め
の
内

装
改
修
及
び
間
仕
切
り
設
置

工
事
等
が
必
要
と
な
っ
た
。

地
域
医
療
安
定
化 

　
　
　
　
交
付
金
と
は

問　
町
内
医
療
機
関
に
対
し

て
の
交
付
金
の
よ
う
だ
が
、

制
度
の
内
容
は
。

（
本
間
知
広　
委
員
）

答　

看
護
師
等
の
働
き
や
す

い
環
境
整
備
を
目
的
に
、
新

た
に
看
護
師
等
を
採
用
し
た

場
合
に
助
成
す
る
も
の
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
の
看
板

問　
ど
こ
に
設
置
し
、認
知
症

対
策
等
の
啓
発
を
す
る
の
か
。

（
佐
藤
俊
太
郎　
委
員
）

答　

役
場
庁
舎
、
遊
佐
町
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

す
い
に
設
置
し
、
認
知
症
へ

の
理
解
を
推
進
し
て
い
る
。

介
護
現
場
の
人
材
確
保

問　
町
内
福
祉
の
介
護
人
材
、

外
国
人
の
就
労
状
況
は
。

（
松
永
裕
美　
委
員
）

答　

福
祉
施
設
で
生
活
支
援

員
と
し
て
、
食
事
、
入
浴
、

排
せ
つ
等
の
介
助
を
行
っ
て

い
る
。

認知症でも安心して暮らせる町を

融雪剤散布機



決
算
審
査
補
正
予
算
審
査

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

少
年
議
会
と
意
見
交
換

遊

佐

人

遊

佐

人

議
案
内
容
・
採
決

（ 8）令和5年11月1日
新人議員を迎え、ますます活発なる議会運営を期待しています。（遊佐 Aさん）
Re：今号の議会だよりの表紙写真は新人議員が撮影しました。よろしくお願いします。

菅
原
　
和
幸 

議
員

○
史
跡
小
山
崎
遺
跡
事
業
計
画
は

松
永
　
裕
美 

議
員

○
月
光
川
と
八
ツ
面
川
の
浚
渫
は

那
須
　
正
幸 
議
員

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス 

待
合
所
の
設
置
を

渋
谷
　
　
敏 

議
員

○
農
業
高
齢
者
へ
の
就
労
支
援
は

今
野
　
博
義 

議
員

○
高
校
生
の
支
援 

遊
佐
高
生
以
外
に
も

斎
藤
　
弥
志
夫 

議
員

○
遊
楽
里
の
洋
間
に
浴
室
か
シ
ャ
ワ
ー
を

本
間
　
知
広 

議
員

○
遊
佐
高
校
魅
力
化
事
業 

目
指
す
も
の
は

佐
藤
　
俊
太
郎 

議
員

○
消
防
団
員
減
少
克
服
に
向
け
た
施
策
は

齋
藤
　
　
武 

議
員

○
水
田
「
参
考
賃
借
料
」  

引
き
下
げ
を

駒
井
　
江
美
子 

議
員

○
洋
上
風
力
発
電 

健
康
調
査
を

町の行政全般にわたって、問題や課題を明らかにし、政策の改善や
新規の政策の採用を求めるために行います。
＊各議員の一般質問録画映像は QR コードからアクセスしてください。

一般質問とは 一
般
質
問

町
の
事
業
と
課
題
を
問
う�

10
議
員
登
壇

問　
史
跡
小
山
崎
遺
跡
保
存
活
用
計
画

で
は
、
４
年
度
か
ら
10
年
間
を
「
中
期

計
画
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
間
は
検

討
の
み
で
、
予
算
を
投
じ
る
事
業
計
画

は
な
い
の
か
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
実
施
・
公
有
化
計
画

　

３
年
度
か
ら
、
小
山
崎
遺
跡
の
低

湿
地
部
分
の
適
切
な
保
存
を
図
る
た
め
、

周
辺
地
下
水
位
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
７
年
度
に
は
、

史
跡
整
備
の
範
囲
に
か
か
る
民
有
地
の

公
有
化
を
計
画
し
て
い
る
。

9月5日・6日

一
般
質
問
通
告
の
要
旨
（
通
告
順
）

史跡小山崎遺跡事業計画は

6000年前の居住跡　小山崎遺跡

菅
すが

原
わら

　和
かず

幸
ゆき

議員

質問者の動画が
見られます。



決
算
審
査
補
正
予
算
審
査

一
般
質
問
議
案
内
容
・
採
決

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

少
年
議
会
と
意
見
交
換

遊

佐

人

遊佐町議会だより（ 9）
クイズ当選者の発表なしはいいと思う。（遊佐 Sさん）
Re：これからも時代に合わせた紙面づくりを心がけていきます。

菅
原
　
和
幸 

議
員

○
史
跡
小
山
崎
遺
跡
事
業
計
画
は

松
永
　
裕
美 

議
員

○
月
光
川
と
八
ツ
面
川
の
浚
渫
は

那
須
　
正
幸 

議
員

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス 

待
合
所
の
設
置
を

渋
谷
　
　
敏 

議
員

○
農
業
高
齢
者
へ
の
就
労
支
援
は

今
野
　
博
義 

議
員

○
高
校
生
の
支
援 

遊
佐
高
生
以
外
に
も

斎
藤
　
弥
志
夫 

議
員

○
遊
楽
里
の
洋
間
に
浴
室
か
シ
ャ
ワ
ー
を

本
間
　
知
広 

議
員

○
遊
佐
高
校
魅
力
化
事
業 

目
指
す
も
の
は

佐
藤
　
俊
太
郎 

議
員

○
消
防
団
員
減
少
克
服
に
向
け
た
施
策
は

齋
藤
　
　
武 

議
員

○
水
田
「
参
考
賃
借
料
」  

引
き
下
げ
を

駒
井
　
江
美
子 

議
員

○
洋
上
風
力
発
電 

健
康
調
査
を

＊各議員の一般質問録画映像は QR コードからアクセスしてください。

問　
異
常
気
象
が
続
く
昨
今
、
大
雨
に

よ
る
氾
濫
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
適
切

な
浚
渫
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　
総
務
省
の
「
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
」

に
応
募
し
、
町
の
負
担
３
割
・
国
７
割

負
担
で
浚
渫
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

計
画
的
な
整
備
を
進
め
る

　

月
光
川
の
整
備
は
、
県
に
よ
る
事

業
の
着
実
な
進
捗
を
要
望
し
て
い
く
。

　

八
ツ
面
川
は
、
生
態
系
保
全
の
観
点

も
ふ
ま
え
、
国
事
業
の
活
用
を
視
野
に

入
れ
、
整
備
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

スクールバス 待合所の設置を

月光川と八ツ面川の浚
しゅんせつ

渫は

問　
町
内
の
バ
ス
停
は
１
１
７
カ
所
、

そ
の
中
で
待
合
所
が
あ
る
場
所
は
49
カ

所
で
他
は
野
ざ
ら
し
で
あ
る
。

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
考
え
、
小
学

校
敷
地
内
も
含
め
、
待
合
所
は
必
要
と

考
え
る
。
設
置
の
計
画
は
。

地
区
と
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る

　

調
査
結
果
で
は
、
待
合
所
未
設
置

の
バ
ス
停
は
、
設
置
が
困
難
な
場
所
が

多
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
今
後
、
各
地

区
の
方
々
と
意
見
交
換
の
場
を
設
け
、

待
合
所
の
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

八ツ面川周辺施設の補修も必須

西浜スクールバス停留所

松
まつ

永
なが

　裕
ゆ

美
み

議員

質問者の動画が
見られます。

那
な

須
す

　正
まさ

幸
ゆき

議員

質問者の動画が
見られます。

農業高齢者への就労支援は

問　
高
齢
化
が
進
む
中
、
当
町
の
65
歳

以
上
の
農
業
就
労
者
率
も
年
々
増
加
を

続
け
、
年
齢
と
と
も
に
農
作
業
の
負
担

が
大
き
く
な
り
継
続
が
困
難
な
状
況
で

あ
る
。
今
後
町
は
ど
の
よ
う
に
就
労
支

援
を
し
て
い
く
の
か
。

経
営
継
承
・
持
続
を
図
る
施
策
を
行
う

　

課
題
解
決
に
向
け
て
、
農
地
の
集

積
を
進
め
、
※
「
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
」

事
業
、
一
日
農
業
バ
イ
ト
「
ｄ
ａ
ｙ
ｗ

ｏ
ｒ
ｋ
」、
Ｊ
Ａ
作
業
斡
施
事
業
等
へ

多
面
的
に
取
組
み
、
就
労
の
た
め
の
人

材
確
保
・
育
成
を
図
る
。

※�

「
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
」
事
業
…
生
活
ク
ラ
ブ

生
協
会
員
が
地
方
へ
の
移
住
・
定
住
を
行

う
事
業
。

高齢化率が高くなっている

渋
し ぶ や

谷　　敏
さとし

議員

質問者の動画が
見られます。



80 代の方が議会だよりの話題をされ、高齢になってもアンテナが高いことに触発されました。
(吹浦 Kさん )
Re：どの世代の方からも話題にしていただけるよう努めていきます。

決
算
審
査
補
正
予
算
審
査

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

少
年
議
会
と
意
見
交
換

遊

佐

人

遊

佐

人

議
案
内
容
・
採
決

（ 10 ）令和5年11月1日

問　
若
者
の
定
住
へ
向
け
人
材
を
育
成

し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
遊
佐
高
校
の
存
続
は
欠
か
せ
な
い
と

考
え
る
。

　
「
遊
佐
高
校
魅
力
化
地
域
連
携
事
業
」

が
目
指
す
も
の
は
。

若
者
の
地
元
定
着
、
回
帰
を
目
指
す

　

高
校
教
育
と
町
の
資
源
・
人
材
を

結
び
つ
け
、
町
の
魅
力
を
再
発
見
す
る

機
会
を
創
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
ビ
ジ
ネ
ス
講

座
な
ど
の
若
者
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
事
業
と

も
連
携
し
、
若
い
世
代
の
将
来 

的
な

地
元
回
帰
を
図
る
。

＊各議員の一般質問録画映像は QR コードからアクセスしてください。

遊佐高校魅力化事業 目指すものは

問　
遊
楽
里
の
改
修
し
た
８
つ
の
洋
間

に
浴
室
か
シ
ャ
ワ
ー
が
必
要
で
あ
る
。

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
若
者
や
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ソ
ン
に
向
け
対
策
が
大
切
。

　
遊
楽
里
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
と
旅

館
を
融
合
し
た
資
源
が
あ
る
。

ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
施
設
運
営
を
進
め
る

　

遊
楽
里
は
温
泉
を
利
用
で
き
る
宿

泊
研
修
施
設
と
し
て
建
設
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
利
用
さ
れ
た
方
々
は
現
在
の
客
室

に
満
足
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
も
顧
客
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
と

捉
え
、
必
要
に
応
じ
た
対
応
を
し
て
い

く
。

遊楽里の洋間に浴室かシャワーを

鳥海温泉遊楽里

ヤマガタミライ教育公開会議(5年2月開催)

本
ほん

間
ま

　知
とも

広
ひろ

議員

質問者の動画が
見られます。

斎
さいとう

藤弥
や し お

志夫
議員

質問者の動画が
見られます。

問　
県
立
遊
佐
高
校
支
援
の
た
め
の
魅

力
化
推
進
事
業
と
就
学
支
援
事
業
の
５

年
度
の
総
予
算
額
は
。

　
同
様
の
就
学
支
援
を
遊
佐
高
校
生
だ

け
で
な
く
、
町
内
在
住
の
ほ
か
の
高
校

生
に
も
拡
大
す
る
考
え
は
な
い
か
。

全
体
的
な
子
育
て
支
援
策
の
中
で
対
応

　

魅
力
化
推
進
事
業
の
総
予
算
額
は
、

３
４
９
９
万
円
。
就
学
支
援
事
業
の
総

予
算
額
は
、
１
０
９
８
万
円
。

　

町
外
の
高
校
へ
通
学
す
る
生
徒
へ
の

支
援
は
、
町
と
し
て
の
全
体
的
な
子
育

て
支
援
策
の
中
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

高校生の支援 遊佐高生以外にも

留学体験プログラム（カレー作り）

今
こ ん の

野　博
ひろよし

義
議員

質問者の動画が
見られます。



決
算
審
査
補
正
予
算
審
査

一
般
質
問
議
案
内
容
・
採
決

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

少
年
議
会
と
意
見
交
換

遊

佐

人

遊佐町議会だより（ 11）
スマホ道場の各地区開催、とても良かったよ。（吹浦 Kさん）
Re　遊佐町公式 LINEも始まり、道場も引き続き開かれますよ。

問　
洋
上
風
力
発
電
は
予
防
原
則
に
沿

い
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
健
康
で
暮

ら
せ
る
環
境
を
守
る
た
め
に
、
既
存
風

車
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
※
疫え

き
が
く学

調
査
、

事
前
調
査
な
ど
対
策
を
す
る
べ
き
だ
と

考
え
る
。
実
施
の
予
定
は
。

現
段
階
で
計
画
な
い

　

発
電
設
備
に
よ
る
健
康
被
害
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
、
起
き
た
場
合

の
対
応
の
在
り
方
は
、
法
定
協
議
会
等

で
一
貫
し
て
主
張
し
て
き
て
い
る
。
町

に
よ
る
各
種
調
査
は
、
現
段
階
で
は
計

画
し
て
い
な
い
。

※�

疫
学
調
査
…
集
団
を
対
象
と
し
て
病
気
の

頻
度
、
そ
の
分
布
に
影
響
す
る
要
素
を
統

計
的
に
研
究
す
る
こ
と

問　
特
に
若
年
層
の
入
団
者
数
の
減
少

に
対
し
、
報
酬
等
の
処
遇
改
善
が
必
要

と
思
う
。

　
ま
た
入
団
を
呼
び
か
け
る
た
め
に
広

報
・
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
の
利
用
は
当
然
の

こ
と
と
し
て
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
も
活
用

し
て
は
い
か
が
か
。

処
遇
改
善
に
取
り
組
む

　

4
年
度
か
ら
報
酬
等
の
個
人
へ
の

支
給
、
分
団
へ
の
運
営
交
付
金
の
支
給

を
行
っ
て
い
る
。
報
酬
や
出
動
手
当
の

額
は
、
消
防
団
幹
部
も
交
え
検
討
中
で

あ
る
。
消
防
団
活
動
を
様
々
な
手
段
で

町
民
に
紹
介
し
、
入
団
に
つ
な
げ
た
い
。

問　
経
費
の
高
止
ま
り
と
販
売
価
格
の

低
迷
の
中
、
い
わ
ゆ
る
小
作
料
の
相
場

形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
「
参
考

賃
借
料
」
の
引
き
下
げ
は
、
農
家
負
担

の
軽
減
に
つ
な
が
る
。

　
農
業
委
員
会
の
踏
み
込
ん
だ
対
応
を
。

償
還
金
、
農
業
情
勢
に
配
慮
し
行
う

　

土
地
改
良
事
業
の
償
還
が
一
部
を

除
き
、
５
年
度
で
終
了
す
る
予
定
で
あ

る
。
経
常
賦
課
金
や
償
還
後
の
負
担
と

な
る
維
持
管
理
費
な
ど
、
状
況
を
踏
ま

え
、
関
係
機
関
と
情
報
共
有
を
図
り
参

考
賃
借
料
の
改
定
を
行
う
。

＊各議員の一般質問録画映像は QR コードからアクセスしてください。

洋上風力発電 健康調査を

水田「参考賃借料」  引き下げを

消防団員減少克服に向けた施策は

春季消防大演習

５年度遊佐町の参考賃借料（町HPより）

民間で作成したフォトモンタージュ

▼参考賃借料（試算）

１１等等級級 660000kkgg 1155,,000000  円円 1155,,000000  円円 00  円円

２２等等級級 555500kkgg 1133,,000000  円円 1133,,000000  円円 00  円円

３３等等級級 550000kkgg 99,,000000  円円 99,,000000  円円 00  円円

４４等等級級 443300kkgg 33,,000000  円円 33,,000000  円円 00  円円

普普通通畑畑 22,,000000  円円 22,,000000  円円 00  円円

砂砂丘丘畑畑 66,,000000  円円 66,,000000  円円 00  円円

※※ ・・参参考考額額はは転転作作をを加加味味ししたた賃賃借借料料でですす。。

・・土土地地改改良良区区費費のの内内、、水水利利費費はは借借りり手手負負担担、、工工事事費費はは貸貸しし手手負負担担ととししてて賃賃借借料料をを算算定定ししてていいまますす。。

・・本本表表のの賃賃借借料料はは、、基基盤盤整整備備がが完完了了ししたた3300アアーールル区区画画のの圃圃場場でで標標準準的的なな農農作作業業をを行行っったた場場合合のの

　　金金額額でですす。。未未整整備備のの場場合合、、圃圃場場条条件件がが異異ななるる場場合合はは、、双双方方話話しし合合いいのの上上、、決決定定ししててくくだだささいい。。

・・農農産産物物のの価価格格、、生生産産費費等等のの上上昇昇・・低低下下等等のの事事情情変変更更ががああるる場場合合、、契契約約途途中中ででもも賃賃借借料料をを見見直直すす

　　ここととががででききまますす。。

▼令和４年　実勢賃借料情報（令和4年1月～令和4年12月）

平 均 額 最 高 額 最 低 額
契　約
筆　数

22,200 円 5,000 円
（内7筆） （内2筆）

18,000 円 7,000 円
（内7筆） （内5筆）

13,000 円 4,000 円
（内27筆） （内2筆）

10,000 円 3,000 円
（内1筆） （内2筆）

13,400 円 - - 1,044 筆

3,600 円 2,000 円
（内2筆） （内5筆）

10,000 円 2,200 円
（内2筆） （内3筆）

4,900 円 - - 19 筆

名称 経常賦課金 維持管理費

3,800  円 - 3,800　円

3,700　円 2,100　円 5,800　円

賃借料の決定に際しては、当事者間で十分な話し合いを行い、
適正な額で決定してください。（遊佐町農業委員会☎72-5890）

実実りりああるる積積みみ立立ててををししまませせんんかか？？　　老老後後のの備備ええはは農農業業者者年年金金でで安安心心！！！！

　　　【賃借地の土地改良区費の取り扱いについて】
　土地改良区の賦課金は、工事費（特別賦課金）につい
ては所有者（貸し手）負担、水利費や管理費（経常賦課
金）については耕作者（借り手）負担が原則です。
　支払い方法等については当該者間でご相談ください。
※※令令和和55年年22月月1144日日時時点点ででのの情情報報でですす。。
   詳詳ししくくはは各各土土地地改改良良区区ににおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。

計

月　光　川
土地改良区 　　　　　納期・・・5月（全額）

日　向　川
土地改良区 納期・・・賦課金：5月・10月1/2ずつ　管理費：5月

8 筆
（内5筆）

砂　　丘　　畑 5,500 円
6,000 円

11 筆
（内3筆）

（参考）　町　全　域 -

畑畑

普　　通　　畑 2,500 円
2,000 円

（参考）　町　全　域 -

520・500・
480の区域

10,200 円
13,000 円

107 筆
（内27筆）

460の区域 6,300 円
7,000 円

7 筆
（内4筆）

635 筆
（内224筆）

560・540
の区域

10,800 円
10,000 円

295 筆
（内238筆）

田田

畑畑

（単位：円/10a）

農　地　区　分
最も多く締結
された単価

田田

共済基
準単収
の区分
（kg）

600・590
の区域

15,700 円
15,000 円

令和５年度　遊佐町参考となる賃借料情報

　　令令和和５５年年作作付付けけのの賃賃借借料料のの参参考考額額はは次次ののととおおりりでですす。。たただだしし、、賃賃借借料料はは貸貸しし手手・・受受けけ手手双双方方のの

話話合合いいにによよりり決決定定すするるももののでですすののででああくくままででもも参参考考額額ととななりりまますす。。

　　尚尚、、賃賃借借料料のの算算定定ににつついいててはは、、土土地地改改良良事事業業のの償償還還金金がが長長期期ににわわたたるるここととをを前前提提にに算算定定ししてておおりり

まますす。。

農農地地区区分分 目目安安のの基基準準収収量量
令令和和４４年年度度
参参考考賃賃借借料料額額

令令和和５５年年度度
参参考考賃賃借借料料額額

差差額額

駒
こ ま い

井江
え み こ

美子
議員

質問者の動画が
見られます。

齋
さい

藤
とう

　　武
たけし

議員

質問者の動画が
見られます。

佐
さ

藤
とう

俊
しゅん

太
た

郎
ろう

議員

質問者の動画が
見られます。
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（ 12 ）令和5年11月1日

2つの意見書を提出

　	 JA庄内みどり遊佐地区農政対策推進協議会　会長　　佐藤　　仁
	 胴腹滝周辺環境保全協議会　会長　　佐藤　　仁

意見書の要旨
　�　採石業者は、遊佐町吉出臂曲地区で、岩石採取を行う事業認可申請を、平成25年に行い採
石業者と遊佐町長は遊佐町環境基本条例に基づく遊佐町内の岩石採取等に係る環境保全に関す
る協定書（以下、協定書という）を締結し、その後事業は認可された。
　�　協定書には最終法面を形成しながら採掘し、速やかに緑化を行うことと明記されているが、
採石跡地は緑化が行われていない現状にある。
　�　町民や関係者からは採石跡地の速やかな緑化を行うことを、採石業者に指導することを求める。

提出先　山形県知事　遊佐町長	 	令和5年9月15日

臂曲地区採石跡地の速やかな緑化の実施に関する意見書請願第1号

請願者

全文はQRコードで
閲覧できます

　町民や関係者が望む臂曲地内の岩石採取跡地の速やかな緑化が進むよう、県知事と町長に議会とし
て意見書を提出しました。

　	 庄内みどり農業協同組合　代表理事組合長　　田村　義久
	 庄内みどり農協農政対策推進協議会　会長　　田村　義久

意見書の要旨
　�　国家をあげた課題として、平時を含む食糧安全保障の強化を基本法の目的として明確に位置
付けるとともに、食料自給力を含め、食料安全保障の状況を適切に評価する仕組みを構築する
こと。
　�　認定農業者等の多様な担い手の果たす役割は大きく、農村振興と農業振興の観点からも多様
な担い手を基本法にしっかり位置付けること。
　�　水田活用の直接支払交付金の見直しに止まらず、ゲタ対策等の経営所得安定対策や、個々の
農家に対する新たな直接支払制度の導入を含めた施策全般の見直しを行うこと。

提出先　衆議院議長殿　参議院議長殿　内閣総理大臣殿　財務大臣殿　農林水産大臣殿
	 	令和5年9月15日

食料・農業・農業基本法の見直しに関する意見書請願第2号

請願者

全文はQRコードで
閲覧できます

　「食料・農業・農村基本法」の見直しは、基本計画の検討を前に山場を迎えています。将来にわたり
国民へ安定的に食糧を供給していくため、政府および関係大臣に議会として意見書を提出しました。
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遊佐町議会だより（ 13）

議案番号 議　案　名 内　　容

議 53 号 令和 5 年度遊佐町一般会計補正予算（第 3 号） 歳入、歳出にそれぞれ 9 億 7500 万円追加し、
歳入、歳出それぞれ 97 億 3200 万円とする

議 54 号 令和 5 年度遊佐町公共下水道事業特別会計補正予算
（第 1 号）

歳入、歳出にそれぞれ 3000 万円追加し、
歳入、歳出それぞれ 7 億 7500 万円とする

議 55 号 令和 5 年度遊佐町地域集落排水事業特別会計補正予算
（第 1 号）

歳入、歳出にそれぞれ 200 万円追加し、
歳入、歳出それぞれ 9200 万円とする

議 56 号 令和 5 年度遊佐町介護保険特別会計補正予算（第 1 号） 歳入、歳出にそれぞれ 4000 万円追加し、
歳入、歳出それぞれ19 億 6200 万円とする

議 57 号 令和 5 年度遊佐町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第 1 号）

歳入、歳出にそれぞれ 80 万円追加し、
歳入、歳出それぞれ 2 億 280 万円とする

議 58 号 令和 5 年度遊佐町水道事業会計補正予算 （第 1 号） 703 万円追加し 3 億 9596 万円とする

議 59 号 令和 4 年度遊佐町各会計歳入歳出決算の認定について 4 年度一般会計及び各特別会計決算の認定

議 60 号 遊佐町家畜貸付条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

家畜貸付の範囲を拡大するため肉用牛、
繁殖肉用牛に肥育素牛を追加する

議 61 号 令和 4 年度遊佐町水道事業会計剰余金の処分について 前年度繰越剰余金 2 億 4023 万円を加え
総額 2 億 5418 万円とする

議 62 号 遊佐町過疎地域持続的発展計画の一部変更について 教育振興にかかる計画の一部を変更

議 63 号 遊佐町教育委員会教育長の任命について 10 月 31 日任期満了に伴い、土門敦氏の再任に
同意するもの

議 64 号 遊佐町教育委員会委員の任命について 9 月 30 日石山幸子氏の退任に伴い、
松本三也氏の任命に同意するもの

議 65 号 人権擁護委員候補者の推せんについて 12 月 31 日任期満了に伴い、再び石垣裕一氏を
推薦することに同意するもの

議 66 号 人権擁護委員候補者の推せんについて 12 月 31 日任期満了に伴い、再び伊藤厚志氏を
推薦することに同意するもの

議 67 号 令和 5 年度橋梁長寿命化修繕計画事業尻引橋橋梁補修
工事請負契約の締結について

5 年度修繕計画に基づき 5940 万円で契約する
もの

議 68 号 遊佐町監査委員の選任について 土門治明氏の辞任に伴い、佐藤俊太郎氏の選任
に同意するもの

〈傍聴者　のべ 12 人〉

9月定例会の議案内容 (一般会計補正予算他、15件)

賛否が分かれた議案　　○賛成　×反対

９月定例会

上　程　議　案

駒
井
江
美
子

今
野
　
博
義

渋
谷
　
　
敏

本
間
　
知
広

那
須
　
正
幸

佐
藤
俊
太
郎

齋
藤
　
　
武

松
永
　
裕
美

菅
原
　
和
幸

土
門
　
治
明

斎
藤
弥
志
夫

髙
橋
　
冠
治

議決結果
（賛成：反対）

議53号

令 5年度一般会計補正予算（第 3号）
に対する修正案
【補正予算審査特別委員会】

◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ × × 欠 ― ― 可決
（5：4）

令 5年度一般会計補正予算（第 3号）
修正案 ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ × × 欠 × ― 議長決裁

（5：5）

議63号 遊佐町教育委員会教育長の任命 無記名投票 同意
（賛成 9：反対 1）
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（ 14 ）令和5年11月1日

ぽっかぽっかクラブで遊ぶ子どもたち

土盛りされた場所で説明を聞く

学生寮の共有食堂スペース

洋室に改装

レポート
委員会

（管内視察）実施日　７月26日

総務厚生常任委員会

学
童
保
育

放
課
後
児
童
の
遊
び
と 

生
活
を
支
援

　

日
中
保
護
者
が
家
庭
に
い

な
い
児
童
に
、
放
課
後
の
遊

び
や
生
活
の
場
所
を
提
供
す

る
施
設
。
夏
休
み
期
間
中
の

遊
佐
地
区
ぽ
っ
か
ぽ
っ
か
ク

ラ
ブ
に
は
、
大
勢
の
児
童
が

集
ま
り
、
友
だ
ち
を
つ
く
り

な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
て
い
た
。

👀
視
察
を
終
え
て 

	

今
野　
博
義 
委
員

　

面
積
基
準
は
ク
リ
ア
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
最
大

40
名
が
長
時
間
過
ご
す
こ
と

を
考
え
る
と
児
童
の
健
全
育

成
の
た
め
、
面
積
拡
大
が
必

須
で
あ
る
。

新
・
道
の
駅

新
・
道
の
駅 

工
事
の
課
題
は

　

８
年
度
日
沿
道
遊
佐
～
象

潟
間
の
全
線
開
通
予
定
に
合

わ
せ
建
設
が
予
定
さ
れ
る

「
新
･
道
の
駅
」。
地
方
創
生

や
防
災
拠
点
、
産
直
な
ど
の

地
方
振
興
機
能
を
有
す
る
施

設
を
目
指
し
移
転
整
備
を
進

め
る
が
、
期
待
と
課
題
は
大

き
い
。

👀
視
察
を
終
え
て 

	

菅
原　
和
幸 

委
員

　

周
辺
は
水
田
で
あ
る
。
耕

作
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
外

構
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。

遊
佐
高
校
男
子
寮

県
外
留
学
生
が
住
む 

学
生
寮
は
良
好
か

　

遊
佐
高
校
魅
力
化
支
援
事

業
の
一
つ
と
し
て
、
町
内
の

空
き
家
を
改
修
し
寮
と
し
て

活
用
し
て
い
る
。
現
在
男
子

寮
が
２
棟
、
女
子
寮
が
３
棟

あ
る
。

👀
視
察
を
終
え
て 

	

那
須　
正
幸 

委
員

　

築
年
数
が
経
過
し
て
い
る
。

庭
な
ど
の
環
境
整
備
と
災
害

や
耐
震
に
対
し
て
の
安
全
面

も
学
生
寮
に
は
必
須
。

遊
楽
里
洋
室
化 

洋
室
化
で
さ
ら
な
る 

顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応

　

夕
日
と
青
松
の
眺
望
が
楽

し
め
る
施
設
に
、
全
８
室
を

ツ
イ
ン
ベ
ッ
ド
洋
室
に
改
修

し
利
用
者
拡
大
に
務
め
る
。

顧
客
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応

し
た
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
整
備

の
充
実
を
図
る
な
ど
、
さ
ら

な
る
改
善
を
す
す
め
た
い
。

👀
視
察
を
終
え
て 

	

渋
谷　
　
敏 

委
員

　

こ
れ
ま
で
と
は
別
タ
イ
プ

の
洋
室
を
完
備
す
る
こ
と
で
、

幅
広
い
年
齢
層
の
利
用
を
期

待
す
る
。
今
後
さ
ら
に
顧
客

満
足
度
を
上
げ
る
た
め
に
は
、

個
室
で
の
入
浴
・
シ
ャ
ワ
ー

設
備
の
設
置
が
必
要
。

👀
視
察
を
終
え
て
・
ま
と
め 

	

斎
藤　
弥
志
夫 

委
員

　

遊
楽
里
の
８
洋
室
へ
の
浴

室
、
ま
た
は
シ
ャ
ワ
ー
室
の

設
置
を
提
案
す
る
。

　

多
く
の
管
内
視
察
を
通
じ

て
改
善
を
し
て
い
く
の
が
議

員
の
責
務
と
考
え
る
。

●
そ
の
他
（
座
学
）

•�

災
害
時
に
お
け
る
地
方
議

員
の
役
割
に
つ
い
て

　
（
総
務
課
危
機
管
理
係
よ
り
）

　

�「
自
助
、
近
助
、
共
助
」

の
精
神
に
基
づ
き
、
議
員

は
災
害
時
に
迅
速
に
行
動

で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
改
め

て
認
識
し
た
。
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遊佐町議会だより（ 15）

100ｍスタート地点 雨が降ると水が溜まる

レポート
委員会

（管内視察）実施日　８月３日

文教産建常任委員会

昭和の駅を再現

奮闘続く

橋の北側 作業足場を設置するスペースに

👀
視
察
を
終
え
て 

	

本
間　
知
広 

委
員

　

何
度
か
視
察
し
た
が
、
養

殖
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
か
な
り
得

て
き
て
い
る
と
感
じ
た
。

栄
橋

解
体
工
事
を
待
つ

　

老
朽
化
し
た
公
共
イ
ン
フ

ラ
の
今
後
が
課
題
。
町
の
重

要
案
件
で
あ
る
栄
橋
を
視
察
。

　

解
体
の
工
法
が
決
ま
り
、

国
の
補
助
が
出
て
も
町
で
数

億
円
は
負
担
が
必
要
に
な
る

と
担
当
者
か
ら
説
明
が
あ
っ

た
。
作
る
た
め
で
は
な
く
、

解
体
す
る
に
も
多
額
な
費
用

が
必
要
と
な
る
。

👀
視
察
を
終
え
て 

	

松
永　
裕
美 

委
員

　

建
設
だ
け
で
な
く
、
最
終

的
な
撤
去
ま
で
想
定
す
る
こ

遊
佐
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

か
な
り
の
補
修
が
必
要

　

遊
佐
中
学
校
が
で
き
て
30

年
超
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
補
修

が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
い

る
と
説
明
を
受
け
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
フ
ィ
ー
ル
ド

内
の
西
側
が
盛
り
上
が
り
、

サ
ッ
カ
ー
が
で
き
な
い
状
態

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ト

ラ
ッ
ク
も
西
側
の
コ
ー
ナ
ー

部
分
の
水
は
け
が
悪
く
、
雨

が
降
っ
た
後
数
日
間
は
滑
っ

て
危
険
な
状
態
で
あ
る
。
さ

ら
に
１
０
０
ｍ
の
ス
タ
ー
ト

部
分
の
状
態
が
悪
く
、
使
う

の
に
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る

と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

定
期
的
な
整
備
の
必
要
性
、

補
修
の
予
定
な
ど
を
確
認
し

た
。

👀
視
察
を
終
え
て 

	

佐
藤　
俊
太
郎 

委
員

　

安
全
確
保
た
め
早
急
に
修

理
を
す
べ
き
。
管
理
強
化
し
、

適
時
適
切
な
対
応
を
望
む
。

遊
佐
町
歴
史
民
俗
学
習
館

施
設
の
老
朽
化
を 

ど
う
す
る

　

旧
菅
里
中
学
校
を
利
用
し

て
遊
佐
町
の
歴
史
や
民
俗
を

展
示
し
て
い
る
施
設
の
現
状

を
確
認
。

　

駄
菓
子
屋
や
駅
な
ど
テ
ー

マ
ご
と
に
展
示
に
も
工
夫
が

こ
ら
さ
れ
て
い
る
上
に
、
無

料
で
見
学
で
き
る
と
の
こ
と
。

も
っ
と
活
用
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
っ

た
。　

　

施
設
が
老
朽
化
し
て
お
り
、

資
料
の
移
設
先
が
課
題
で
あ

る
。

👀
視
察
を
終
え
て 

	

齋
藤　
　
武 

委
員

　

全
国
的
に
も
貴
重
な
収
蔵

品
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
。

再
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

ア
ワ
ビ
養
殖
場

付
帯
決
議
が
付
い
た
後
の

状
況
は

　

厳
し
い
収
支
バ
ラ
ン
ス
が

続
く
た
め
に
予
算
に
付
帯
決

議
が
付
い
た
後
の
視
察
と

な
っ
た
。

　

1
年
半
ま
で
は
順
調
に
成

育
す
る
が
、
そ
の
後
の
成
育

が
難
し
い
こ
と
な
ど
の
課
題

を
説
明
し
て
も
ら
っ
た
。
冷

凍
技
術
を
利
用
し
て
加
工
品

を
開
発
す
る
こ
と
も
視
野
に

入
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
。

と
の
重
要
さ
を
考
え
さ
せ
ら

れ
た
。

マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
株
式
会
社

高
い
技
術
で
養
殖
を
展
開

　

釜
磯
に
あ
る
マ
ル
ハ
ニ
チ

ロ
中
央
研
究
所
遊
佐
試
験
場

を
視
察
。
２
つ
あ
る
施
設
で

は
、
徹
底
し
た
管
理
の
も
と
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
レ
ベ
ル
で
優
れ
た
個

体
を
育
て
、
利
益
を
出
せ
る

3
種
の
魚
の
養
殖
試
験
を

行
っ
て
い
る
と
事
業
企
画
部

の
圓つ

ぶ
ら
や谷
さ
ん
か
ら
説
明
を
受

け
た
。

　
「
協
力
し
て
事
業
を
展
開

し
て
い
き
た
い
」
と
頼
も
し

い
言
葉
も
い
た
だ
い
た
。

👀
視
察
を
終
え
て 

	

高
橋　
冠
治 

委
員

　

陸
上
完
全
養
殖
技
術
は
、

確
立
さ
れ
た
。
よ
り
一
層
の

投
資
を
望
む
。

●
そ
の
他
（
視
察
先
）

•�

サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

•�

大
楯
浄
水
場

•�

旧
青
山
本
邸
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（ 16 ）令和5年11月1日

経済・産業班

若者による一次産業の活性化で
ふるさと納税No.1 を目指す

交通・生活環境班

高齢者に優しい町を目指すため
健康増進のイベントを増やす

教育・文化班

学びの自由化　ネットによる教育の
グローバル化　地元の伝統を世界へ

情報・開拓班

持続可能な町のために自然を守る
人の賑わいのために情報発信

5 回目となる少年議会と遊佐町議会との意見交換会。
「20年後の遊佐町はどうなってる？〜今できること、していること〜」
ちょっと難しそうですが、このテーマで意見 ( 夢 ) を出し合いました。

（9 月 29 日開催）

第21期少年議会との意見交換会

みんなで未来の遊佐町を考えよう
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決
算
審
査
補
正
予
算
審
査

一
般
質
問
議
案
内
容
・
採
決

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

少
年
議
会
と
意
見
交
換

遊

佐

人

遊佐町議会だより（ 17）

優
し
さ
や
思
い
や
り
の 

気
持
ち
を
育
む

　

現
在
本
園
に
は
０
歳
児
か
ら
の

子
ど
も
41
名
が
通
っ
て
い
ま
す
。

重
点
目
標
の
１
つ
に
「
友
達
と
の

関
り
を
通
し
て
、
優
し
さ
や
思
い

や
り
の
気
持
ち
や
豊
か
な
心
を
育

む
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
遊
び
の

中
で
友
達
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、
こ

と
ば
の
や
り
取
り
を
通
し
て
思
い

や
り
や
豊
か
な
心
を
育
む
た
め

に
、
そ
し
て
年
長
組
に
は
、
就
学

を
前
に
人
前
で
も
自
分
の
思
い
を

伝
え
た
り
、
発
表
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら

「
わ
ら
べ
歌
遊
び
」
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
保
育
者
は
ま

だ
話
せ
な
い
子
の
表
情
や
仕
草
か

ら
、
何
を
伝
え
た
い
の
か
を
読
み

取
っ
た
り
、
言
葉
が
話
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
子
に
は
会
話

を
し
な
が
ら
思
い
を
聴

き
、
足
り
な
い
言
葉
を

補
い
な
が
ら
「
子
ど
も

た
ち
の
声
を
聴
く
」
こ

と
を
大
事
に
し
て
、
優

し
さ
や
思
い
や
り
の
気

持
ち
を
育
ん
で
い
ま

す
。

運
動
会
へ
向
け
て 

　
　
　
　
　
猛
ハ
ッ
ス
ル

　

普
段
お
部
屋
で
は
パ
ズ
ル
や
ブ

ロ
ッ
ク
、
ま
ま
ご
と
な
ど
好
き
な

あ
そ
び
を
友
達
と
楽
し
ん
で
い
ま

す
が
、
今
は
も
う
す
ぐ
行
わ
れ
る

運
動
会
へ
向
け
て
運
動
遊
び
が
盛

ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
い
ろ
い

ろ
な
制
限
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今

年
は
地
域
の
皆
さ
ん
に
コ
ロ
ナ
以

前
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
の
元
気

な
姿
を
届
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

保
育
園
活
動
に
は
か
か
せ
な
い

保
護
者
と
の
連
携

　

日
頃
か
ら
保
育
園
活
動
全
般
に

保
護
者
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
た
く

思
い
ま
す
。

　

特
に
運
動
会
で
は
、
年
長
児
の

保
護
者
の
方
々
中
心
に
朝
早
く
か

ら
会
場
準
備
や
用
具
の
運
搬
、
後

片
づ
け
な
ど
ご
協
力
い
た
だ
き
大

変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
会
場
で
各
係
の
担
当
も
お
願

い
し
て
い
る
の
で
す
が
、
頑
張
っ

て
い
る
保
護
者
の
姿
に
子
ど
も
た

ち
か
ら
「
が
ん
ば
れ
！
」
の
声
援

が
送
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
と
て

も
微
笑
ま
し
く
思
い
ま
す
。

年
長
組
さ
ん 

　
　
　
も
う
す
ぐ
小
学
生

　

小
学
校
入
学
は
、
大
き
く
成
長

し
た
自
分
を
自
身
が
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
、
そ
し
て
嬉
し
い
特
別

な
出
来
事
で
す
。
１
年
生
に
な
っ

た
ら
「
学
校
が
楽
し
い
！
」
と
い

う
声
が
届
き
、
新
し
い
生
活
の
中

で
多
く
の
出
会
い
と
、
た
く
さ
ん

の
学
び
が
心
と
体
を
成
長
さ
せ
て

く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

議
会
に
要
望
は 

　
　
　
　
あ
り
ま
せ
ん
か

　

吹
浦
児
童
公
園
は
「
も
う
ひ
と

つ
の
園
庭
」
の
よ
う
に
い
つ
も
利

用
し
て
い
ま
す
が
、
他
の
「
子
ど

も
た
ち
の
遊
び
場
」
も
安
心
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
定

期
的
な
安
全
管
理
を
お
願
い
し
ま

す
。

遊
佐
の
宝

　
子
ど
も
た
ち
を
育
む

吹
浦
保
育
園

　

子
ど
も
た
ち
は
遊
佐
の
宝
。
子
ど
も
た
ち
を
育
む
保
育
園
３
回
目
は
、

吹
浦
保
育
園
の
荒
井
智
美
園
長
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

ふだんはままごと遊び

運動会へ向けて猛ハッスル

小学校入学へドキドキわくわく
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（ 18 ）令和5年11月1日

12月5日（火）	本会議・一般質問

12月6日（水）	一般質問

12月7日（木）	常任委員会

12月8日（金）	補正予算審査特別委員会・本会議

令
和

５
年

11月
1日

　
第

162号
　

発
行

／
遊

佐
町

議
会

　
編

集
／

議
会

広
報

常
任

委
員

会
〒

999-8301　
山

形
県

飽
海

郡
遊

佐
町

遊
佐

字
舞

鶴
202　

☎（
0234）72-5889　

印
刷

／
鶴

岡
印

刷
株

式
会

社
 酒

田
印

刷

発
表
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
の
願
い
か
ら

取
り
入
れ
て
い
る
こ
と

は
。

Ａ　

わ
ら
べ
歌
遊
び

Ｂ　

ま
ま
ご
と
遊
び

Ｃ　

ブ
ロ
ッ
ク
遊
び

応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
答
え
の
記
号

（
例　

①
Ａ　

②
Ｂ　

③
Ｃ
）

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
集
落

名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
10
名
様

に
米
～
ち
ゃ
ん
ス
タ
ン
プ
カ
ー

ド
お
買
い
物
券
１
０
０
０
円

分
を
、
お
届
け
し
ま
す
。
ご

応
募
い
た
だ
い
た
方
の
個
人

情
報
は
、
こ
の
議
会
ク
イ
ズ

以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま

せ
ん
。
町
広
報
に
折
込
み
の

ハ
ガ
キ
は
使
え
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　

★

　

ハ
ガ
キ
の
余
白
に
答
え
の

ほ
か
議
会
へ
の
ご
要
望
、
ご

意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
大
歓

迎
で
す
。

　
　
　
　
　

★

　

あ
て
先
／
999
―
８
３
０
１

　
　

遊
佐
町
遊
佐
字
舞
鶴
202

　
　

役
場
内　

議
会
事
務
局

　
　

締
め
切
り
11
月
30
日

　

令
和
５
年
７
月
15
日
１
６

１
号
の
議
会
ク
イ
ズ
に
は
49

名
の
方
の
応
募
が
あ
り
、
49

名
の
方
が
正
解
で
し
た
。

答
え　
①
Ｃ　

②
Ｂ　

③
Ｂ

　

当
選
者
の
発
表
は
、
商
品

券
の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
題　

①�

遊
楽
里
で
洋
室
に
改
修
し

た
部
屋
数
は
。

Ａ　

４
室

Ｂ　

６
室

Ｃ　

８
室

②�

町
が
補
助
す
る
太
陽
光
発

電
設
置
へ
の
上
限
金
額

は
。

Ａ　

10
万
円

Ｂ　

15
万
円

Ｃ　

20
万
円

③�

吹
浦
保
育
園
の
年
長
組
で

就
学
を
前
に
人
前
で
も
自

分
の
思
い
を
伝
え
た
り
、

議
会
ク
イ
ズ

118

　遊佐町議会は、年間4回の定例会が開催されます。
12月定例会は、本会議と補正予算審査特別委員会が
議場で行われます。
　ぜひ一度、傍聴してみませんか?

議会を傍聴してみませんか
12月定例会のご案内

12月定例会の予定

編

室
集

よ
り

※変更する場合もございますので、傍聴の際はあらかじめ議会
事務局（☎72－5889）にご確認ください。

　
「
あ
れ
、
ま
た
小
学
校
が
表
紙
だ
」
と

思
っ
た
あ
な
た
は
、
議
会
だ
よ
り
を
熟

読
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
今
回
も
手
に
し

て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
う
で
す
。
５
月
と
７
月
発
行
の

議
会
だ
よ
り
も
小
学
校
が
題
材
で
し
た
。

統
合
小
学
校
の
い
ろ
ん
な
初
め
て
を

や
っ
ぱ
り
取
り
上
げ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
も
今
回
初
め
て
議
会
に
入

り
、
い
ろ
ん
な
初
め
て
を
経
験
中
で
す
。

初
心
を
忘
れ
ず
、
議
会
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
議
会

だ
よ
り
を
委
員
の
皆
さ
ん
と
作
成
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

	

（
駒
井　

江
美
子
）

　
　
　
　
発
　
行
　
人

　

議　
　

長　

髙
橋　

冠
治

　
　
　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

本
間　

知
広

　

副
委
員
長　

駒
井
江
美
子

　

委　
　

員　

斎
藤
弥
志
夫

　

委　
　

員　

土
門　

治
明

　

委　
　

員　

齋
藤　
　

武

　

委　
　

員　

渋
谷　
　

敏

表
紙
の
写
真

最
初
で
最
後
の
運
動
会

　

二
度
の
延
期
を
経
て
、
９

月
22
日
に
統
合
遊
佐
小
で「
ゆ

ざ
っ
こ
大
運
動
会
」
が
開
催

さ
れ
た
。
６
年
生
に
と
っ
て

は
、
統
合
小
学
校
で
は
最
初

で
最
後
の
運
動
会
。
そ
ん
な

想
い
で
こ
の
日
を
迎
え
た
こ

と
が
、
閉
会
式
で
そ
れ
ぞ
れ

の
組
頭
の
挨
拶
か
ら
も
う
か

が
え
た
。そ
の
気
持
ち
を
し
っ

か
り
受
け
と
め
、
応
援
に
熱

が
入
る
下
級
生
た
ち
の
姿
が

と
て
も
ほ
ほ
え
ま
し
く
、
め

ん
ご
か
っ
た
。


